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（1） 検討経緯の概要
１. これまでの検討経緯

平成17年度  「緊急対策検討」
平成18年度  「長期対策検討」及び「対策に伴う影響検討」
平成19年度  「排砂基本計画（案）」及び「対策に伴う影響検討」
平成20年度  「堆砂対策・施設検討」、「土砂管理シナリオ検討」
平成21年度     及び「対策に伴う影響検討」

矢作ダム堰堤改良技術委員会

総合土砂管理の視点での検討

矢作川水系総合土砂管理検討委員会

矢作川水系
総合土砂管
理検討委員
会における
審議事項

委員会審議
により導かれ
る成果

委員会の指摘
事項（次年度に
おける主要な
審議事項） 

平成22、23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27、28、29年度 

総合土砂管理の視点
の必要性

土砂管理シナリオの検討

●土砂管理目標の一次設定 
●土砂管理目標を踏まえた

シナリオ検討
⇒最適シナリオ（案）の抽出 

置土・覆砂実験 
環境影響評価手法
の検討 
環境影響調査 

モニタリング計画（案）検討 

矢作川水系総合土砂管理プ
ラン（案）

これまでの様々な検討結果
を取捨選択し、土砂管理計画
プランとして取りまとめる。 

土砂管理プラン及び土砂
管理計画策定について 

●土砂管理プランと土砂管理
計画の定義・記載事項 

●プラン及び土砂管理計画
の進め方 

前年度委員会意見の整理 
⇒排砂に伴う下流河川への
影響についての丁寧な説
明が必要 

排砂による下流河川（発電
ダム領域）の物理環境変化 

土砂管理プランと土砂管理計
画についての委員会意見の
整理 

土砂管理プランと土砂管理計
画の位置づけを明確にして、
成果イメージの統一を図る必
要がある。 

矢作川水系総合土砂管理 
計画策定に向けた検討 

●第1回委員会 
・提言書と土砂管理計画の位
置づけ 
・土砂管理計画策定に向け
た提言書骨子（案） 

●第2回委員会 
・第1回委員会の指摘事項に
ついて 
・土砂管理実施に向けた技
術的課題の確認 
・今後の進め方

これまでの委員会審議を踏ま
えた今後の方針と今後の進
め方 

矢作川の総合土砂管理の進
め方を再整理し、提言書に定
める内容を明確にして、成果
イメージの統一の図る必要
がある。 

「矢作川水系総合土砂管理
計画策定に向けて」の取りま
とめ 

●第1回委員会 
・前回委員会の指摘事項の
修正 
・矢作川水系総合土砂管理計画の考
え方 
・矢作川水系総合土砂管理の実現に
向けた進め方（案） 

・「矢作川水系総合土砂管理
計画策定に向けて」（素案） 

●第2回委員会

・「矢作川水系総合土砂管理
計画策定に向けて」（案） 
・今後の総合土砂管理計画
検討の進め方の枠組みに
ついて 

矢作川水系総合土砂管理計
画策定に向けて 

【H26年度の委員会成果】 
「矢作川水系総合土砂管理計画
策定に向けて」（平成27年5月）を
作成。 

課題解決に向けた検討を進
めること。 

「向けて」の課題検討方針 
給砂実験計画⇒給砂実験実施

「矢作川水系総合土砂管理計
画策定に向けて」の課題検討 

●平成28年度 第1回委員会
・課題解決に向けた検討状況
・堆砂対策（方針と1次選定）の
検討状況 
・河道・環境WG報告（給砂実験
に関する報告） 
・総合討議（今後の進め方）

●平成29年度 第1回委員会

・矢作ダム堆砂対策施設の選
定 
・技術的課題の検討状況につ
いて（環境評価方法、モデル開
発、給砂実験等）の報告 
・シナリオ検討方針 
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 総合土砂管理計画の策定に向けての技術的課題を解決するための検討項目は以下の10項目。 

【１】：河道に堆積させにくい効率的な土砂供給方法 
【２】：矢作川において最適な土砂供給を経済的に実現可能な矢作ダム排砂施設の

技術開発 
【３】：礫間砂分の充填や砂床化をはじめとした礫床環境の改変による生態系への

影響評価の定量化としきい値設定 
【４】：淵埋没による瀬淵構造の変化と物理環境の改変による生態系への影響評価

の定量化としきい値設定 
【５】：洪水時の濁りによる影響の定量化としきい値設定 
【６】：ダムからの排砂に伴う水質影響（溶存酸素濃度等）の定量化としきい値設定 
【７】：土砂供給によるクレンジング効果（石に付着した藻類やシルト等の剥離効果）

の定量化と目標設定 
【８】：矢作ダム下流区間（発電ダム領域）の礫間砂回復による環境改善効果の定

量化と目標設定 
【９】：明治用水頭首工（34.6k）～乙川合流点（21k）区間（河川領域）の二極化抑制・

樹林化抑制効果の定量化と目標設定 
【10】：土砂供給により生じる可能性がある様々な現象を見落とさずに把握し、適切

なタイミングで迅速に対応するための仕組みづくり 

 （2） 総合土砂管理計画策定にむけた技術的課題 
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会議名称 役 割 

矢作川水系総合土砂管理 

検討委員会 

・総合土砂管理で実施する内容について技術的なフォローアップ 

・技術検討WGでの個別検討内容について、情報を集約し、検討結果、進め方等についてのフォローアップ 

・「総合土砂管理計画」の策定に向けたアドバイス 

技術検討WG 
・技術的課題について、解決のための方針、実験、検討について、事務局とともに主体的に実施 

・委員会形式ではなく、円卓会議的に学識者と事務局が技術的課題の解決を検討 

関係者連絡会 ・関係機関（行政、管理者、事業者、利用者等）との総合土砂管理に対する情報交換（モニタリング結果や各事業者の取組等） 

総合土砂管理協議会 

（および準備会） 

・総合土砂管理対策等に関する実務者間の検討・調整 

・総合土砂管理計画の策定 

総合土砂管理事務局 

・技術的課題の検討 ・総合土砂管理計画策定に向けた全般的な検討 

・各機関の取り組みや、モニタリング結果の集約、取りまとめ ・検討資料の作成 

・委員会への報告 ・連絡会への報告 

・総合土砂管理の合意形成のための調整 ・総合土砂管理計画の策定（関係者の合意により策定） 

 （3） 技術的課題に対する対応（検討体制）  
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矢作川水系 
総合土砂管理 
検討委員会 

技術検討WG 

装置WG 河道・環境WG 

関係者連絡会 

総合土砂管理 
事務局 

技術的課題に
対する検討 

総合土砂管理実施
状況の報告 

総合土砂管理に対する
フォローアップ 

（意見・アドバイス） 

・総合土砂管理の実施内容報告 
・モニタリング結果報告 

作業班 
装置班 

作業班 
河道班 環境班 

水質班 

総合土砂管理 
協議会 

（および準備会） 

対策等に関する 
実務者間の検討・調整 

総合土砂管理計画の策定 



 （4） 堆砂対策の基本方針 

① 矢作ダム貯水池に流入し、堆
積する全土砂量を排砂の対象
とする。 

② 矢作ダムの流入土砂量は、極
力、下流河川へ流下させること
とする。 

③ 矢作ダムの堆砂対策は、下流
河川への供給量のコントロール
に留意するとともに、経済性
（トータルコスト）、下流河川へ
の影響、運用面(実効性）や維
持管理（経済性）の観点から総
合的に判断し、最適案を選定す
る。 

④ 矢作ダムの堆砂対策は、状況
に応じて段階的にすすめる。 

 矢作ダムの堆砂対策の検討に際しての基本方針は以下の４項目(①～④） 
 排砂目標量は、堆積する全土砂量 （前提とする流入土砂量：平均30.8万m3/年） 
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【選定のポイント】

この段階では各工法の詳細な施設検討・経済性の比較は実施せず、一般的な対策メニューから対策実施の実現性や

対策効果を評価し、選定対象の絞り込みを行った。

【比較案抽出のポイント】
・1次選定された工法(メイン工法)について、各工法をさらに細分化し（浚渫・運搬・処理の各段階.etc）、経済性の

優劣が判断できるレベルで具体的な施設の検討を実施し、「基本形」を設定し、基本形による排砂可能量を算出。

・下流河道へ全量還元（30.8万m3/年）することを前提に補助工法との組合せ案を設定。(補助工法：下流河川置き土)

陸上掘削
（貯砂ダム）

土砂バイパス
（迂回）

浚 渫

1次選定

吸引工法

2次選定

土砂バイパス

＋陸上掘削・浚渫

①固定式：平常時吸引工法
②固定式：洪水時吸引工法
③移動式：平常時吸引工法
④移動式：洪水時吸引工法
の適用性を検討し、③を採用

メイン工法と補助工法の組合せ案の抽出

幅広い対策メニューの抽出

土砂バイパス
＋

陸上掘削・浚渫

（→河川置き土）

【選定のポイント】
・全量還元する場合、環境への負荷は長期的には同等と考えられるため、排砂量、コスト等の比較から工法を整理。

・経済性、確実性、継続性、社会環境影響等の観点で、明らかに有利と判断できるメイン工法(補助工法との組合

せ考慮)を、最終案として選定した。

吸引工法
＋

陸上掘削

（→河川置き土）

・河道環境ＷＧからの見解考慮
・全量運搬とすると機械力を主
とする運搬は明らかに不利

浚渫・陸上掘削

（→河川置き土）

掘削・浚渫後の運搬は、
①土運船＋ダンプトラック運搬
②土運船＋ベルトコンベア運搬
の適用性を検討し、①を採用

陸上掘削
（貯砂ダム）

土砂バイパス
（迂回）

密度流
排砂

浚 渫 吸引工法 フラッシング スルーシング
水位低下による
堆砂域への移送

 矢作ダムの堆砂対策については、選定過程を経て、「土砂バイパストンネル」を主工法とする案が総合的に有
利となったことから、本案について、具体的な施設検討を進めている。（平成29年1月26日検討委員会） 



 （5） 置土実験の検討（越戸ダム下流） 
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• 今年度は越戸ダム下流に置土を実施（今年度約3700m3）し、 
   現状は概ね流出済 
• 特にオオカナダモの除去、付着藻類の剥離更新に着目し、

モニタリング調査を実施 
• 置土流出による効果だけでなく、影響（オオカナダモの増加）

にも留意して調査を実施 

R1.5.18の置土状況 

 

物理環境：表層把握（コドラート調査）、淵深浅測量 
生物環境：オオカナダモ調査、蘚苔類、付着藻類 
濁度調査：濁度計計測 
水位観測：置土周辺の水位観測 

影響範囲（明治用水頭首工～越戸ダム） 



 （5） 置土実験の状況（越戸ダム下流） 
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R1.5.18 置土状況 R1.5.21 流出中状況 

R1.5.22 流出後状況 R1.7.3 流出後状況 

矢作川 矢作川 

矢作川 矢作川 
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